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八郎潟土地改良区
  は ち ろ う　が た

受益面積　474ha
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下岩川土地改良区
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三種町浜口土地改良区

八郎潟土地改良区
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■ 八郎潟土地改良区は八郎潟町のうち東部承水路に面する農
地一体を受益地とする土地改良区である。

■ 地区内への農業用水は承水路末端の遊水池を水源とする揚
水機場により供給され、末端水路まで管水路化が図られて
いる。
真坂揚水機場・真坂排水機場

受益地
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【 内 容 】

■ 農業水利システムの概要
 （施設の概要）
 ・真坂地区
 ・夜叉袋地区
 ・川口地区
■ 地域の歴史
■ 施設の維持保全
■ ほ場整備

作 成 秋田県 農業農村整備等技術検討委員会
秋田県秋田地域振興局農村整備課    

協 力
・八郎潟土地改良区
・八郎潟町 
・秋田県土地改良事業団体連合会

作成経緯 ver. 1.0 令和７年３月

基本凡例

出 典

・秋田県水土里情報システムのレイヤを使用したものは次のとおり
 地形図：「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）
      R6JHs 74-GISMAP59536号」
 航空写真：「© NTT InfraNet, JAXA」
 衛星写真：「© NTT InfraNet, Maxar Technologies.」
・その他土地改良区提供資料など

備 考

 本資料は、秋田県の農業を支える基盤であり、地域資源でもあ
る農業水利施設について、土地改良区毎にその構成、歴史、維持
管理等の概略を示し、土地改良区の組合員のみならず地域住民の
皆様に対し広く周知するものです。
 これにより、各地域の農業水利施設を保全管理することの重要
性について理解を深めていただき、農業水利施設の持続的な機能
発揮と秋田県の農業の発展の一助となることを目指しています。
 本資料については、現地調査に加え、水土里情報システム内の
資料、過去に実施した事業の資料、土地改良区からの提供資料、
土地改良区からの聞き取りなどをベースに作成していることから、
時点が古い情報や現状と比較し正確ではない情報が含まれている
ことがあります。このため、本資料を閲覧される方に置かれまし
ては、このことを予め御了知いただくとともに、本資料を利用す
ること等により生じるトラブルや損害等については、秋田県では
その責任を負いかねますので、予め了承ください。

P

用水路 河川又は排水路

頭首工 揚水機場 分水工ため池

※ 資料作成の都合上、必ずしもこれらのとおりの表記となって
いない場合がある
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揚水機により取水し末端まで管水路により送水する完全需要主導型システム農業水利システムの概要
■ 受益地は北から真坂・夜叉袋・川口の３地区に分割される。
■ いずれも各地区の承水路末端の遊水池から揚水機場により取水し、末端までパイプライン化された水路により配水する。
■ ほ場において利用した水量を揚水機場により送水する完全需要主導型のシステムとなっている。

P

P

真坂揚水機
真坂排水機

夜叉袋排水機
夜叉袋揚水機

川口揚水機
川口排水機

鉄道上揚水機
三倉鼻揚水機

P

P

PP

P P

N

真坂地区
夜叉袋地区

川口地区
真坂高架水槽

夜叉袋高架水槽

川口高架水槽
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■ 真坂排水機場は、受益地及びその上流側から流入する排水を八郎潟東部承水路に放出し、受益地の湛水被害を防止する。

（施設の概要） 真坂地区

真坂排水機場

揚水機／排水機
高架水槽 構造

真坂揚水機 Φ400mm×2台，55kw×2台，揚程11.9m

真坂排水機 Φ600mm×1台，30kw，揚程2.72m
Φ800mm × 1台,    65ps,    揚程2.72m

真坂高架水槽 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄPCﾀﾝｸ、内径10.1m、高さ6.70m
有効容量160.2m3

真坂揚水機場 真坂高架水槽

真坂高架水槽

真坂揚排水機場

真坂揚排水機場

真坂揚水ポンプ

①

②

遊水地

承水路

承水路

承水路（①） 承水路（②）

東部承水路

森山

三倉鼻揚水機

鉄道上揚水機

三倉鼻揚水機

鉄道上揚水機
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■ 夜叉袋排水機場は、受益地及びその上流側から流入する排水を八郎潟東部承水路に放出し、受益地の湛水被害を防止する。

（施設の概要） 夜叉袋地区

揚水機／排水機
高架水槽 構造

夜叉袋揚水機 Φ400mm×2台，55kw×2台，揚程13.9m

夜叉袋排水機 Φ600mm×1台，40kw，揚程3.00m
Φ800mm × 1台,    55kw,    揚程2.90m

夜叉袋高架水槽 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄPCﾀﾝｸ、内径10.1m、高さ8.14m
有効容量200.2m3

夜叉袋排水機場
夜叉袋揚水機場

夜叉袋高架水槽

夜叉袋高架水槽
夜叉袋揚排水機場

夜叉袋揚排水機場

夜叉袋揚水ポンプ

遊水地

承水路

用水路

東部承水路

②

①

承水路（①）

承水路（②）
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■ 川口排水機場は、受益地及びその上流側から流入する排水を八郎潟東部承水路に放出し、受益地の湛水被害を防止する。

（施設の概要） 川口地区

揚水機／排水機
高架水槽 構造

川口揚水機  Φ400mm×2台，75kw，揚程14.30m

川口排水機  Φ600mm×1台，30kw，揚程2.40m
 Φ800mm × 1台,    65ps,    揚程2.40m

川口高架水槽 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄPCﾀﾝｸ、内径11.2m、高さ7.65m
有効容量295.5m3

川口排水機場

川口高架水槽

川口高架水槽

川口高架水槽

川口揚水機場

川口揚排水機場

川口揚水ポンプ

承水路

遊水池

承水路

東部承水路

給水栓

①

承水路（①）



　
秋
田
県
営
八
郎
潟
地
区
ほ
場
整
備
事
業

　

　
本
地
区
は
、
馬
場
目
川
右
岸
の
八
郎
湖
添
南
北
五
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
大
正
七
年

頃
か
ら
旧
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
水
田
一
筆
あ
た
り
の
大
き
さ
は
、
お
お
む
ね
五
～
一
〇
ア
ー
ル

と
小
さ
く
、
農
道
に
お
い
て
も
幅
員
狭
小
で
あ
っ
た
。
ま
た
小
区
域
単
独
実
施
の
た
め
、
農
道
・

水
路
と
も
に
一
貫
性
を
欠
き
近
代
化
営
農
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
農
地
の
集
団
化
、
道

路
、
用
排
水
路
の
整
備
、
低
湿
田
の
乾
田
化
等
、
大
型
機
械
導
入
に
よ
り
近
代
農
業
に
移
行
す

るた
め
の
基
盤
整
備
は
、
関
係
者
多
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
ほ
場
整
備
事
業
申
請
人
会
が
結
成
さ
れ
、
県
営
と
し
て
事
業
の
施
行
方
を
関

係官
庁
に
認
可
申
請
し
た
と
こ
ろ
幸
い
に
も
採
択
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
度
計
画
、
昭
和
四
十

九年
度
秋
施
行
方
式
で
着
工
（
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
は
水
田
利
用
再
編
対
策
と
の
か
ら
み
合
い

から
通
年
施
行
方
式
に
変
更
）
し
た
。
以
来
工
事
上
の
立
地
的
難
点
は
も
ち
ろ
ん
、
石
油
事
情
の

急
変
に
伴
う
経
済
の
異
状
事
態
な
ど
度
重
な
る
困
難
を
克
服
し
、
十
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、

関係
農
家
六
七
九
戸
、
事
業
費
三
一
億
五
千
五
百
万
円
、
面
積
四
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
そ
の
換
地

を含
め
た
こ
の
大
事
業
が
、
国
四
五
％
　
県
二
七
、
五
％
の
補
助
金
交
付
を
得
　
受
益
者
二
七
・

五
％

負
担
、
経
営
的
経
費
の
全
額
を
町
が
負
担
し
、
昭
和
五
十
八
年
に
完
成
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
月

7

地域の歴史 八郎潟地区ほ場整備事業
竣工記念碑

秋田県知事　佐々木喜久治　書
湖岸の夜明け

八郎潟町長　畠山太郎　書

八郎潟地区県営ほ場整備事業地域図
縮尺５千分の１
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地域の歴史 真坂区画整理事業・面潟村大事業・祠
事業完了

記 念 碑
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夜叉袋祠

竣工記念碑
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真坂土地改良區

　
天
保
八
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受益地の概ね全域が多面的機能の発揮に係る組織によりカバーされている
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施設の維持保全
■ 受益地のほぼ全域が多面的機能の発揮に係る活動組織のカバーエリアとなっており、それらは真坂・夜叉袋・川口の各地区に対応。
■ 土地改良区はこれら組織の構成員とはなっていない。

真坂保全会

夜叉袋地域
保全会

八郎潟町一日市
地域保全会

八郎潟町一日市地域保全会

夜叉袋地域保全会

真坂保全会
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昭和後期の「八郎潟地区」により全域がほ場整備事業の実施範囲となったほ場整備

地区名 制度 工期 受益

八郎潟 一般 S49～S61 451 ha

■ 昭和49～61年度に実施された県営「八郎潟地区」により、受益地の概ね全域においてほ場整備事業が実施された。


